
      シ ラ ー の 『マ リ ア ・ス ト ゥ ア ル ト」

           ―二 人 の女 王 の ドラマ―

                       濱 中   春

 シラーの 『マ リア ・ス トゥアル ト』の最も主要な登場人物 は,マ リアとエ リ

ーザベ トという二人の女王である。その他の登場人物たちは ,二 人のうちのど

ちらかに主従関係や愛情 関係,あ るいは利害関係 によって結びついている。

(もっとも,レ スター伯のように状況に応 じて態度を変 える人物 もいるが。)作

品全体の形式 も唯一の例外を除くと,第 一幕 と第五幕はマリアが囚われている

フォゼ リンゲイの城の中の一室 を舞台 として,二 人の女王のうちではマリアの

み,第 二幕 と第四幕はウェス トミンスターの宮殿でエ リーザベ トのみが登場 し,

第三幕,フ ォゼ リンゲイの庭園において二人が顔 をあわせる,と いう対称的な

構成になってお り,や は りマ リアとエ リーザベ トを中心 として組み立てられて

いる。 したがって作品の筋 も,こ の二人の関係 を軸 として展開されて行 く。

 マ リアとエ リーザベ トは,政 治的には対立関係にある。スコットランドとイ

ングランドの問には,「 自然がこの二つの気性の激 しい民族 を大海に浮かぶ板

のような島に住まわせ,土 地を不公平に分け与え,そ のために戦 うことを命 じ

た」(811ff.)と き以来の長い憎 しみ と争いの歴史がある。それに加 えて,カ

トリックとプロテスタントという宗教上の理由からの対立 もある。マ リアがイ

ングラン ドに囚われの身にあ り,最 後に処刑されるの も,公 的には二つの国の

敵対関係の結果である。 また,マ リアとエ リーザベ トとの間の私的な関係の基

調 をな す の も憎 悪 の感 情 で あ る。 二 人 は相 手 の こ と を何 度 も 「敵」

(1623・2459・3485)と 呼び,そ れはマ リアの罪の告白の最中にもおよぶ(3679)。

そこには単に政治 ・宗教的な事情が反映されているだけではな く,レ スターと

いう一人の男 をめ ぐる嫉妬や,出 生にまつわるエ リーザベ トのコンプレックス

もからんでお り,マ リアの処刑執行 を決定するのに不可欠なエ リーザベ トの署
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名 は,マ リアに対 す る私的 な憎 しみ の感情 によってな され るのであ る。

 こ の ように二 人の中心人物 の対立 関係 は明 白で あ り,こ れ までの研究 におい

ては多 くの場合,二 人の人物像 を比較,対 照 し,違 い を見 出だす ことに重 点が

おかれて きた。例 えば シュ ラ ッフ ァーが,マ リア とエ リーザ ベ トとは 「二 元論

的 な理念 の人格化 された もの」 で あ り,二 人の 問に は 「必 然 と自由」 「歴 史的

現実 と神的 な もの」 とい う対 立す る原理が存 在す る と してい るのはユ),そ れ を

最 も端 的 に表 してい る。 あるい は,二 人 は 「同一 の写 真の ポジ とネ ガ」 の よう

な もので,そ れ ぞれが 「相手 におい て未分化 で未習得 の力 の明瞭 な体現者 」で

あ り,そ の相補,依 存の 関係 は,二 人が 一人 の人物 の中の一部分 ずつ であ るか

の ようなイメー ジ を抱 かせ る,と い うグラハ ムの指 摘 は2),マ リ ア とエ リーザ

ベ トとの問 に単 な る対立以上 の結 びつ きを見 出だ してい る点 に独 自性が あ るが,

や は り二人 の相異 が強調 されてい るこ とに は変 わ りはない。ザ ウ ターマイス タ

ーは
,男 性性 と女性 性 とい う対 立概念 に よってエ リーザベ トとマ リアを とらえ

ている。彼 は,エ リーザベ トが禁欲,規 律,厳 格 さな どを身 につ けた君主 と し

て男性 的 な社会性 を得 る と同時 に女性 的な魅 力 を失 つて いるのに対 し,マ リア

は道徳 的 ・政治 的,職 業的 な面 にお ける欠点 に比べ て この魅力 をあ り余 るほ ど

に持 ち合 わせ てい る とい う3)。 あ るいは,ラ イペ ル トの よ うに,エ リーザ ベ ト

に 「良心の犠牲 の上 に立つ政 治的 な必然性 」 の否定 を,そ れに対 して マ リアに

「政治的 ・法 的に無力 な者 の道徳 的な力 」の復権 を見 る どい う研 究者 もい る4)。

 こ うしてマ リア とエ リーザ ベ トとを対比 させ るこ とは,し ば しばマ リアが最

終 的に美化 され,そ れ に反比例 す るよ うにエ リーザベ トの評価 が低 くなる とい

う結果 につ なが る。それ は,上 記の ライペル トに よる二人 の とらえ方 に も表れ

ている し,ザ ウ ターマ イス ター も,マ リアが死 に臨んで,そ れ まで の外見 上の

美 しさ と人 間的 な不完 全 さの不 一 致 を解 消 して 「美 しき魂」 に な る と してい

る5)。 彼 は,マ リアの変化 を 「崇高」 とい う二元論 的 な概念 のカ テ ゴ リーで と

らえ る解釈 を批判 して いるが6),マ リアの最 終的 な美 化 とい う点 では両者 に大

差 はな い。ザ ウ ターマ イス ターの批判 の対 象 の一 うであ るヴ ィーゼ の解釈 を見

てみ よ う。 ヴ ィーゼ は,『 マ リア ・ス トゥアル ト』 は 「シラー的宗教 」 を隠 さ

れた根 源 として 「あ らゆる悲劇的 な もの を解決 する超越 的な るものへ の道 を開

いた。 その出発 点 にあ るのがマ リアの浄化 と変容 な ので あ る」7)と述 べ てい る。

ヴ ィーゼ による と,シ ラー にとつて人間 とは肉体 的 には有 限な存 在で,常 に死

に よる滅亡 におびやか されてい るが,自 由意志 に よる死 に よって超越 的な もの,
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あ るい は神 的 な もの と合 一す るこ とがで きる。 この過程 をヴ ィーゼは 「浄化」

と呼ぶ8)。 し たが つて 「この戯 曲はマ リアの死 におい て,こ の死 によっての み

頂点 に達す る」9)ので あ り,マ リアが 死 を過去 の夫殺 害へ の加担 の償 い とみ な

す こ とに よって,「 死 は浄化 の行 為 とな り,そ れ に よって精神 的な人格 と して

の人 間が初 めて本 当 に,そ して決 定的 に生み だ され るので あ る」10)。ヴ ィーゼ

は,最 後 には 「裁 かれた者 は変容 した者 とな り,裁 く者 は しか し, よ り高 い

法廷で有 罪 の判決 を下 された者 となる」ll)と述 べ てい るが,こ れ は 「死 の内 的

克服」,す なわ ち 「避 ける ことので きな い運命 の道 徳的 な克服」 によって 「死

刑の判決 を下 され た者が道徳 的 な勝者 であ る」12),あ る いは 「外面 的 には敗北

した女主人公 の倫理的 な勝 利」が 内的ハ ン ドル ングの終着 点で ある13)と い う,

『マ リア ・ス トゥアル ト』 の受容 史 にお ける伝統 的な結論 と基本 的に変 わ らな

い。マ リアが 「改俊 の ヒロ イン」 として理解 され るこ とが 目的で ある と定め る

と14),マ リア の精神 的 な変化 と死 のみが注 目され るこ ととな り,「 敗 者」 エ リ

ーザベ トは ,例 え ば因果 応報 と して 「ネメ シスの法則」15>のも とで簡 単 に片付

け られて しま う。あ るいは,マ リアに よつて体現 され た 「理 想の人 間性」 とエ

リーザベ トの 「非人間性 と孤独 」 との コン トラス トか ら 「無 力 な人 間性 と歴史

を支配 して いる非 人間性 との対 立 の中で硬直 してい る社会秩序 」 の分析 が導 き

だされる とい う見 方や16),エ リ ーザベ トにおい て不成功 に終 わ る人 間的な行為

の中に,「 正 しい生 き方 の予想」 が経 験 され,「 人 間的 な行為 のユ ー トピア」が

例証 されてい る とい う解釈 はユ7),登 場 人物 として のエ リーザ ベ トの役割 に も意

味 を与 え よう とは してい るが,そ こではや は り,マ リアに比べ てエ リーザ ベ ト

へ の否定 的 な評価 が前 提 とな ってい るのであ る18)。 しか し,確 か に二人 には多

くの点 で対 比 し得 る特徴 が与 え られ ているの は事実 だが,比 較 し,優 劣 をつ け

るため だけ に,こ の作 品 には二 人の主要 人物が登場 す るのだ ろ うか。

 ミールケの論考 は,エ リーザ ベ トが マ リアと ドラマ トゥル ギー上対 等 な人物

であ り,そ の こ とは作 品のバ ラ ンス の とれた構 造 に対応 す る とともに,バ ラ ン

スの とれた解釈 を要求 す る19),と 述 べて いる点で,注 目に値 す る。彼 は,ど ち

らの女王 も正当 な評価 を必 要 とす る に もかかわ らず,こ れ まで学術 的な研 究 に

おいて はエ リーザベ トが無 視 されが ちで あつた ことを指摘 した上 で,エ リーザ

ベ トとマ リア との どち らもに,ポ ジテ ィヴな面 をもネガテ ィヴな面 を も見 出だ

そ うと して い る。 しか し,「 シラ ーは[観 客 と]マ リア ・ス トゥアル トとの汚

れのない 同情 的な同化 を防 ぐた めに意図的 に努力 し」,「 もしエ リーザ ベ トに同
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情 が感 じられ なけ れば,作 品のバ ランス は崩れ て しま う」20)のは なぜ なの か,

そ の理 由につ いて は論究 されて いない。

 『群 盗』 や 『メ ッシーナの花嫁』 を始 め と して,シ ラーの戯 曲 には,二 人の

登場 人物 の対立 関係が 見 られる こ とが よ くあ るが,『 マ リア ・ス トゥア ル ト』

ほ どそれが単純 かつ明瞭 に表現 され てい る もの はない し,対 称 的な幕構成 も,

他 に例 を見 ない。だが,対 称 的 とはこの場合,マ リア とエ リーザ ベ トそれぞれ

の登場 す る幕の数 がほ ぼ等 しい ことを も意 味す る。つ ま り,二 人 の女王 は作 者

に よって平 等 に登場 の機 会 を与 え られて いるので ある。その他,彼 が二人 の女

王 を演 じる女優 に役 を取 り替 え させ るこ とも考 えていた とい う逸話2ユ)や,史 実

で は53歳 と44歳 で あ つたエ リーザベ トとマ リアの年齢 を,作 品 中で はそ れぞれ

「せ いぜ い30歳 」 と 「約25歳 」 とに引 き下 げる と ともに
,そ の差 を縮 め よ うと

して いた こと22)な ど若 干の例 においてすで に,シ ラーがマ リア とエ リーザ ベ ト

との差異 よ りも同等性 に重 きをおいてお り,二 人の女 王 を平等 に扱 うこ とを 目

指 して いたので はないか と推測 され るので あ る。本論 で はこの点 につ いて,作

品の内容 に踏み こんで考察 を深 めたい。 そのため にまず,ミ ールケ にお いて不

十分で あ つた部分 を補 う とい う意味で も,シ ラーの悲 劇論 によって彼 の意 図 を

探 るこ とにす る。

1.シ ラ ーの悲劇論

 先 にあげ た 『マ リア ・ス トゥアル ト』 の研 究 の例 の中 には,作 品や戯 曲論 を

シラーの世界観 や形 而上学 的な理念の具現 の場 とみな してい る ものが ある。シ

ュラ ッフ ァーは登場 人物が シ ラーの哲学 的思 想の投影物 になつてい る とは っき

りと述 べて いる し23),ヴ ィ ーゼの解 釈 も,シ ラーの二元 論的 な世界観 や人 間観

を理論 的 な著作 か ら読 み と り,そ れ を戯 曲作 品 に もあて はめ ようと してい るわ

けであ る。 しか し,シ ュタイガ ーが,シ ラーの悲劇 は観 客の感情 を操 りある状

態 に持 って い くこ とを 目的 としてい る とい う点で ギ リシ ア悲劇以来 の伝統 に属

す る もので,ク ラ イス トやヘ ッベ ルの場合 の よ うに作 者の世界観 を作 品か ら読

み取 ろ う とす る ような解釈 はシラーには適 して いない と批判 し,シ ラーの悲劇

論 を作 用美学 的な もの とす る明確 な方 向性 を打 ち出 して以 降24),シ ラ ーの戯 曲

お よび戯 曲論 に関す る研究 の多 くにおいて,彼 が作劇 にあ たって観 客へ何 らか

の作用 を及 ぼす ことを意 図 してい たこ とに触 れ られてい るの も事 実で あ り25),
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本論も基本的にはその立場 に連なるものである。シラーが演劇を,そ れによっ

て作家が観客 をある方向へ導 くことのできるものとして とらえていたことは,

すでに 『ジェノワにおけるフィエスコの反乱』のプログラムに付 された一文に

おいて明白にあらわれている。

 「劇場での静かな,偉 大な瞬間は,常 に神聖で荘厳なものである。そこでは,

 何百人 もの人の心が魔法の鞭に万能の打撃を与えられたかのように,一 人の

 詩人の想像力によって震 える  そこでは,あ らゆる仮面の下から,隠 れ家

 から引 きず り出されて,自 然な人間が開かれた感覚を持 って服従する  そ

 こでは,私 が観客の魂の手綱を引 き,私 の思 うままにボールのように天国へ

 投げ上げた り地獄へ投げ下ろした りすることがで きるのである。」26)

 そ して,シ ラーが論文や書簡などの中で悲劇や演劇について言及するとき,

多 くの場合,劇 場で観客におよぼされる影響に対する考慮が含まれているので

ある。シラーにとって 「[悲劇の]ジ ャンルに関する法則は,舞 台 と観客 に目

を向けてのみ,理 解 され,従 うことがで きるのである」27)というボルビマイヤ

ーの指摘は,本 論にとつて も重要な観点を表 している。なぜなら,観 客 との関

係 においてシラーの悲劇や悲劇論を考えることによって,シ ラーが 『マリア ・

ス トゥアル ト』 において二人の女王 を平等に扱おうとしていたのは,や は り観

客への作用を念頭においてのことだったのではないか という予想が容易に立つ

からである。

 さて,シ ラーの悲劇論や文学論にはしばしば一見矛盾 しているような表現が

現われる。例えば,「激情的崇高」の生 まれる条件は 「同情的激情を適切 な強

さで引 き起 こすための苦悩の生き生 きした表象」 と,「 うちなる心情の自由を

意識に呼び起 こすためのその苦悩に対する抵抗の表象」であるとされている。

ここから悲劇の基本条件 として 「苦悩 している自然の表現」 と 「苦悩における

道徳的な独立の表現」 とが導き出されている28)。これを観客 との関係において

とらえ直す と,悲 劇はこの二つの ものの表現 によって観客 に,「 同情的激情 を

適切な強さで引き起こす」,「心情の自由を意識に呼び覚ます」 という二つの作

用 を及ぼす ということになる。だが,こ の二つの作用が同時に並立することは

可能なのだろうか。悲劇の登場人物が苦しむと,観 客はその人物に同情する,

言いかえればその人間 と文字 どお り 「ともに苦 しむ(mit―leiden)」29)。シラー
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において は同情 は,他 人 の不幸 に共感す る とい う狭 い意味 だけで はな く,苦 悩

の表象 を受 け とめ るこ とに よって われ われに生 じるあ らゆる残留感 情 を指 す広

い概 念で あ る。 したが って 「同情 的恐怖 」 「同情 的不安」 「同情 的憤 激」 「同情

的絶 望」 など,も とにある苦悩 の種類 に応 じて 区別 す るこ ともで きる ものであ

る30)。 つ ま り,観 客 が登場 人 物 に感情 移入 し,同 化 す る こ とで あ る。 一方,

「心 情 の 自由」 とは
,シ ラーの悲劇論 の 中で 「精神 の 自由」,「我 々の 内な る 自

由の原理」,「知力」31>など表現 を変 えて何 度 も述べ られてい る もので あ るが,

人 間の精神 的な 自由,自 律 の こ とであ る と考 え られ る。「意志 は人間 の種 族 と

しての特性 であ る」32)とい うテーゼ を掲 げて い るシラ ーにおい ては,肉 体 的 に

も精神 的 にも何 らかの 「暴力」,圧 迫 や強 制 を受 け ることは最大 の屈辱 であ る。

肉体 的 には,人 間 が 自由でい るこ とに は限界が あ るが(例 えば死 にお いて),

精 神 的には何 ものに も支配 されず,全 て を自由意志で決 め ること,自 律 を守 る

ことは可能であ る。悲劇の観客 の場合 に戻 る と,舞 台 の上で繰 り広 げ られ る出

来事 に刺激 されて 反応 し,感 情 において登場 人物 と同化 す るこ とは,「 心 情 の

自由」 を侵 して いる ことになる。 この とき観客 は,劇 作家 や俳優 の共 同作業 の

結果で あ る舞台上 の世界 に,自 分 の意志 を操 られて いるわけであ る。そ うす る

と観客 が悲劇 の作用 の一つ と して 「心情 の 自由」 を認識す るため には,も う一

つの作用 であ る同情 の喚起 は妨 げになるので はないだ ろ うか。

 シ ラー 自身が この矛盾 を認 め,文 学全 般 に関 して述べ てい る箇所が マテ ィソ

ンの詩へ の批評 の 中にある。 ここで は文 芸 は 「我 々の生産 的な想 像力 の 自由 な

はた ら きに よつて我 々 をあ る感情へ と移 す もの」 とされ,そ の結 果,作 家 には

「我kの 想像力 を 自由 に戯 れ させ
,そ れ 自身で動かせ る」 ことと,「 自分 の影響

力 を確 信 し,あ る特定 の感 情 を生 み出す」 ことが 求め られる。す る と,我 々の

想像 力 は 「統治 し,そ れ 自身の法以外 の何 もの に も従 わな い」 と同 時 に,「 奉

仕 し,作 家の法 に従 う」,と い う矛盾 が生 じる ように思 われる。 シラ ーは ここ

で,こ の矛盾 を解消す る方法 を,作 家が 「我 々の想像 力 に,そ れが完全 な 自由

におい てそれ 自身 の法 に従 つて取 るにちがい ない道のみ を示す こと」,「 目的 に

自然 に よって到 達 し,外 的必 然性 を内的 な もの に変 える こ と」,と 抽 象的 に述

べ てい るが33),具 体 的 に,わ れわれが今 問題 に している悲劇 とい うジ ャンル に

おいて は,シ ラー はどの ような方法 を見 出 しているのだ ろ うか。

 まず,悲 劇一 般 につ いての シラーの論 を概観 しよう。観客 は登 場人物 とと も

に苦 しまね ばな らないが(mit―ieiden),こ れ が 「自己苦悩(Selbstleiden)」34)と
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なってはならない。同情のあまり観客が苦悩する主人公 と完全に同化 してしま

ってはならないのである。その理由は 「心情の自由」が失われるからである。

それを防 ぐための手段は,苦 悩が虚構のものであることと,苦 悩の表象につい

ての作者 による工夫である。苦悩 の虚構性 に関 しては,「人工的な不幸」 と

「真の不幸」 との違いが次のように述べ られている。

 「それ[真 の不幸]は しば しば我 々を抵抗力のないときに不意打ちする。さ

 らによくないことに,そ れはしば しば我々の抵抗力 をな くす ことがあるので

 ある。それに対 して激情 という人工的な不幸は,我 々が完全に武装 している

 ときにやって くる。 またそれは単 に想像 されたにす ぎないので,自 立 した原

 理は我々の心情のうちにその絶対的な独立 を主張する余地を獲得するのであ

 る。」35)

 現実に恐怖や苦痛を経験する場合,人 間はまず感性的存在 としての自己を守

るために抵抗 を試みるだろう。 しかし時にはそれ もままならず破滅 して しまう

こともあるだろう。いずれにしても人間は感性の力の支配下にいることになる。

それに対 して芸術作品の中で他人にふ りかかる苦悩については,間 接的に経験

するのであるから,自 分の身における利害には無関係でいることができる分だ

け理性的な独立を保つ可能性があるのである。

 しかし,現 実の苦悩ではなく芸術作品における 「人工的」 な苦悩に接 しても,

必ずしも 「心情の自由」が保たれるわけではない。シラーは単に甘美でセ ンチ

メンタルな,涙 を誘うような感動や陶酔 も,た だ苦痛を与えるだけの激情 も,

自分の目指す悲劇の領域から排除 している。前者は快感によって,後 者 は苦痛

によって 「心情の自由」を抑圧 してしまうからであるという36)。そこで,悲 劇

の中で苦悩を表現するにあたって悲劇作家が満たさなければならない条件があ

げられている。ここでは,苦 悩の表象がその 「激 しさ」,「真実らしさ」,「完全

さ」,「持続」 という四つの点から見 られている37)。

 まず第一に苦悩は感覚的に具象化 され,今,こ こで起こっているかのような

直接的な臨場感 を持つことによつて,印 象を強めねばならない。この点で演劇

は叙事文学 よ り優位に立つ。第二に観客 と登場人物 との問に 「類似性」38)がな

ければ,同 情の気持ちはわいてこない。つまり,登 場人物の苦悩の概念は観客

がすでに知つている苦悩の概念 と一致することが必要である。そ してこのよう
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な類似性のある表象が 「真実」39)であると呼ばれるのである。第三に,主 人公

の苦悩の要因となる外的な状況は説得力 をもった完全な描写によって表現 され

なければならない。観客はまず外的状況から,主 人公 と自分 との類似性 を認め,

その表象の真実 らしさを判断するからである。 したがって完全な悲劇的描写と

は,感 覚的 ・直接的な個々の表象が因果関係 をもって一つの全体 にまとめられ

た ものということになる。そして第四に,苦 悩の表象 は継続 して観客に働 きか

け続けねばならない。苦悩の表象に接すると,観 客にはそれに抵抗 しようとす

る力が生 じる。 もちろんこの抵抗力は 「心情の自由」 を失わないために欠かせ

ない条件なのだが,苦 悩の表象 に観客の心 をひきつけるカー 観客 に同情 を起

こさせ る力  もまた必要なのである。両者のせめぎあいに時期尚早に決着が

ついてしまっては,十 分な効果 は生まれない。そこで苦悩の表象 は 「定期的に

適切に中断され」,観 客には 「感情の交替」が もた らされねばならない40)。最

初の三つの条件は,個 々の苦悩の表象そのものの内容 と表現に関するものであ

るのに対 し,最 後の条件は,悲 劇全体におけるその配分に関するものである。

悲劇作家 の初心者 は 「恐怖 と驚愕 という稲妻 を全て一時 にいたず らに[観 客

の]心 の中に投げつけて しまう」のに対 し,す ぐれた悲劇作家なら 「一歩ずつ

小さな落雷のみによって 目標に達 し,ま さにただ徐々に次第に魂に触れること

によって,魂 全体 を貫 き通すのである」41)と比喩的に説明されているように,

苦悩の表象の配分が悲劇作家にとって非常に重要なテクニ ックとみなされてい

るのである。

 観客が登場人物や劇中の出来事にある程度感情移入 しなが らも,自 律性 を失

わないためには,観 客が自分の生きている現実の世界 と,作 中の人物の活動の

場である舞台上の世界 とが異質な領域であることを認識することも必要である。

シラーは,悲 劇における悪人の登場を,悪 徳へ向かう意志の強 さは一度その方

向が転換されれば同 じ強 さをもつて美徳へ向か うことがで きる,と いう説明に

よって正当化 している。彼によると,美 的なもの,例 えば悲劇に道徳的な正 し

さを求めるのは 「境界の明 らかな混乱」であつて,「 美的な判断においてはわ

れわれは道徳性その ものではなく自由にのみ関心を持つ。そして前者は後者を

明らかにするとい う限 りでわれわれの想像力にとって好 まれるのである」42)。

道徳的判断においては,意 志が道徳法則に従 って 「正 しい行為が なされるこ

と」が重要であるが,美 的判断においては,意 志がどのような欲求や命令 にも

束縛 されず,「 正 しい行為が可能なこと」が重要なのであるとシラーは言う43)。
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 「こ の可 能性 は しか し,自 由 と意志 の力 の あ らゆ る表現 の 中 にある。詩 人 は

 ど こかで これ を見 出せ ば,彼 の表現 のため に 目的 にふ さわ しい対象 を見 つ け

 た ことにな る。彼 の関心 にとっては,主 人公 を悪 か ろう と良か ろう と,い か

 な る等級 の人物 か ら選 ぼ うとも同 じであ る。 なぜ な ら,善 に必 要 な力 の量が

 徹 底 した悪 に求め られる ことは非常 によ くあ るこ とだか らであ る。」44)

 こ の ように,美 的 な判 断 と道徳的 な判断 とを区別 して,現 実世 界 にお ける判

断基準 を舞台 上の世界 に持 ち込 むこ とに異 を唱 える ことによ って,シ ラーは二

っ の世 界の違 い を明確 に してい るのであ る。

 こ こ まで に見 て きた シラーの悲劇論 は,悲 劇一般 について述べ られた もので

あ り,『 マ リア ・ス トゥアル ト』 に も,ま たその他 の作 品に も,対 応 す る部 分

は多 く見出 だせ るだ ろ う。 だが もちろん,こ れ らは悲劇 に関す る全て を網 羅 し

ているわけで はない・し,完 成 した不変 の原則 であ る とい うわ けで もない。1790

年 代 の前 半 を主 に理論的 な仕事 に費 や した後,シ ラーは創作 活動 を再開 し,同

時 にゲーテ とともに ヴ ァイマルの宮廷劇 場 を拠点 として,自 他 の作 品の上演 に

も力 をそそいで いる。題材 に よって それにふ さわ しい表現形 式 は異 な る し,実

践 を重 ね るにつ れて,原 則 的な もの に も変更や改良が加 え られ てい くことは,

十 分 あ り得 る と考 え られ,個kの 点で理 論に合致 しない場 合が あ るの も当然 で

あ る。 しか し,そ の中で一貫 してい るのは,や は り観客へ の視線 であ る。本論

で も後 に触 れ るよ うに,『 メ ッシーナの花嫁』 におけ る合 唱隊 の使用 は,シ ラ

ー自身 が特 にその序文 で述べ てい るよ うに
,観 客の 「心情 の 自由」 を守 るため

の手段 であ る し,『 アグ リ ッピー ナ』 の構想 にお いて も,ア グ リッピーナ を,

息 子 のネ ロに殺 され るの も 「ふ さわ しい運命」 にす ぎず,「 ネメシス の勝 利」

であ る ような悪女 とす る一 方,「 彼女 は息子 に対 して は母 親 と して存 在 しなけ

ればな らない。確か に非常 に罪深 い母親 ではあるが,息 子 に対 してだけは罪 を

犯 して いな い」45)と,母 性 を与 え るこ とによって,観 客 の 同情 をひ くこ とに も

気 を配 つて い る。 また,『 マ リア ・ス トゥアル ト』 初 演の お よそ一 ケ月後 にケ

ルナ ーに宛て られ た書 簡 の中で は,シ ラー は,『 マ リア ・ス トゥアル ト』 にお

いて は 「主要 な人物 たちは人の心 を ひか ない」が,そ れが ケルナ ーに とって作

品 を損 なうこ とにはな らなか ったこ とに満足 を示 してい る。 そ して,次 の作品

『オル レア ンの乙女』 の素 材 に も
,「 取 り扱い方 によ つて,マ リア に与 え られた
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のと同じだけのものを与えることがで きれば,こ の作品は大いに成功するだろ

う」 と,『マリア ・ス トゥアル ト』 と同様の効果を挙げることを目指 している

のである46)。

 このようにそれぞれの作品の題材によって表れた形は異なつていても,シ ラ

ーは常に,観 客が登場人物にある程度感情移入するとともに,そ のような激情

に押 し流されないように対象からある程度距離を保つ ことがで きるような作品

を創ること,観 客 と作中世界 との同化 と距離 とのバランスをとることを意図し

ていたと考えられ る。したがつて,『 マリア ・ス トゥアル ト』 においてシラー

が二人の主要な人物 を平等に扱おうとしているのも,こ の作品の素材 にふさわ

しい ものとして選ばれた 「取 り扱い方」なのではないだろうか。マリアとエリ

ーザベ トとのそれぞれに対 して観客が等 しく同情を抱 くと同時に,等 しく距離

をとることもで きれば,同 化 と距離 との釣 り合いはとれるだろう。 もし観客が

マリアに深 く同情 し,そ れに比例 してエリーザベ トへの反感 をつのらせるので

あれば,二 人に対する関心のバ ランスが崩れるだけではな く,作 品全体と観客

との関係にも不均衡がもた らされることになる。なぜなら,こ のマ リアへの同

情とエ リーザベ トへの反感 もしくは軽視 とは表裏一体の現象として,舞 台上の

世界への観客の同化を進めるか らである。マ リアとエ リーザベ トという主要人

物 と観客 との関係が,感 情移入による同一化の方向のみに偏 ってい くことは,

シラーの意図に反するのである。それゆえシラーは二人を同等な人物 とするこ

とによって,観 客にも釣 り合いのとれた鑑賞をうなが しているのであ り,作 品

を解釈するにあたっても,こ のことを念頭においてお く必要があるだろう。

且.二 人の女王の均衡

1.基 本的な対等性

 マリア ・ス トゥアル トはスコットランドの女王であ り,エ リーザベ トはイン

グランドの女王である。 この身分設定から二人には様々な対立関係が生 まれて

いることは冒頭で述べたとお りだが,見 方を変えれば,こ こには二人の共通点

が隠されているとも言えるのである。それを主張 しているのはマ リアである。

マ リアはエ リーザベ トとの会見を求める理由を次のように説明している。
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               「私 は

 男 たちか ら成 る法廷 に召喚 され ま したが,

 そ の よ うな人 たち を私 は自分 と同等 の身分の人 間 とは認め られ ませ ん し,

 そ の よ うな人 たち を信 頼す る こと もで きないので す。

 エ リーザ ベ ト様 は私 と同 じ血族 で あ り,

 同 じ性 で同 じ身分 のお方です一一 姉上 であ り,

 女 王 であ り,女 性 であ るあの方 に しか私の心 を打 ち明 ける ことは

                    で きないのです 。」(170ff.)

 こ こで マ リアは,「 同 じ血族 」― 「姉 上」,「同 じ性」― 「女 性」,「同 じ身分」

一 「女王」
,つ ま り血縁,性 別,地 位 とい う三つ の点 におい て,自 分 とエ リー

ザベ トとが 同等 の者 であ るこ とを示 してい る。血縁 に関 して は,史 実で はマ リ

ァの父親 とエ リーザベ トが い とこの関係 にあ るの だが,そ の よ うな知識が な く

て も,マ リアがエ リーザベ トに 「私 の血管 に もあ なたの血管 と同様 に流 れてい

るチ ュー ダー家 の血 を汚 した り辱 めた りな さい ます な」(2266ff―)と 繰 り返 し

てい るよ うに,二 人が 同 じ一族 に属 す るのであ り,血 のつなが りによつて結 ば

れてい るこ とはわか る。それ は,モ ーテ ィマーが 「あ らゆ る法律 学者の意見 を

聞 き,多 数 の古 い紋章 学 の書物 を調べ た」(526f.)結 果,マ リアの権利 の正 当

性 を確 か めた と言 い,エ リーザベ ト自身 を含 めて イ ング ラン ド側 の人間 も皆,

認 めてい る ように,マ リアが イ ング ラン ドの王位 請求権 を持 ってい るこ とか ら

も間違い ない。正確 には姉 妹で はないが,マ リアはエ リーザベ トの心 をや わ ら

げ よう とす る とき,「 姉上」 と呼 びかけてい る し,刑 場 に向か う前 に も,エ リ

ーザベ トへ の 「姉妹 として の」(3782)挨 拶 をバ ー リにこ とづ けてい る。 これ

らは単 なる社 交辞令で あるだ けで はな く,二 人の血縁 関係 を も暗 に意 味 してい

ると考 えられる。

 性 別 にお け る二 人 の共通 性 は言 うに及 ばな い。 地位 に関 して は,マ リアは

「い か な る被 告 も自分 と同等 の 身分 の 陪審官 に よ つて裁 かれ ね ば な らな い」

(703f―)と い うイ ングラ ン ドの法律 を盾 に取 って いるのであ る。後 にバ ー リに

対 して はっ き りとこの法律 の存 在 を口 に した ときに も,マ リアは 「裁 判官 たち

の 中で私 と同 じ身分 の方 は誰 な の です か?私 と同等 なの は王 だ け です よ」

(705f.)と,自 分 がエ リーザベ トに匹敵 す る身分 の持 ち主 で あ るこ とを示 唆 し

ている。「私 はあ なた と同 じよ うに女王 なのです」(2296)と い うエ リーザベ ト
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へ の直接 の語 りか け も同様 で ある し,そ の他,マ リアの言葉 のあ ち こち に,彼

女 が 自分 を女王 と称 してい る箇所が見 出 され る。そ して,そ れ はマ リアの死 の

直前 まで変 わ らない。 レス ターに対す る最後 の言 葉の 中で も,マ リア は 「あな

たは二 人の女 王の愛 を求 め られ ました」(3833)と,あ くまで も二 人が女 王 と

い う身分 において は対等 であ るこ とを強 調 しているので ある。

 これ らはマ リアの側 か らの主張 として述べ られてい るが,裏 を返せ ば,エ リ

ーザベ トもマ リア と同 じ く女王 であ り
,女 性 であ り,彼 女 の親族で あ るとい う

こ とであ る。つ ま り二人 の主要 な入物 は,基 本 的に等 しい立場 に立 ってい るの

で あ る。

2.観 客 との関係 にお ける均衡

 だ が,マ リア とエ リーザ ベ トの対等性 は これだけで はない。観 客 との関係 に

おいて も,二 人 の間で はバ ランスが とられて いる。マ リアが不幸 な状 況 にお か

れてい ることは明 らかで あ る。彼女 は囚われの 身にあ るが,そ れが彼女 に どれ

ほ どの不 自由 と苦痛 を強 いてい るか は,彼 女 のこれ まで の人生 や,一 時庭 園 に

出 るこ とを許 され た ときの喜 び と比べ てみ れ ばよ くわか るだろ う。 「揺 りか ご

の中ですで に女 王 にお な りにな り,メ デ ィチ の豪奢 な宮廷で あ らゆ る歓 楽 に包

まれて お育 ちあ そば した,浮 き世 の荒波 も知 らず に教育 され たお方」(46ff.)

が 「柔 らか な敷 物 にお慣 れな され たおみ足 」で 「粗 末 な堅 い床板 」 を踏 まね ば

な らず(33f.),玉 座 を覆 う天蓋 もな く,錫 の器で食事 を しなけれ ばな らない。

鏡,書 物,竪 琴 な ど,以 前 な ら当然 のご と く享受 す るこ とが で きたで あろ う生

活 の慰 め も与 え られて はいないので ある。冒頭 の場 面 はマ リアがそ の所持 品 を

暴 かれ取 り上 げ られ る ところか ら始 まるが,そ の中の一つで ある女王 の額 飾 り

はマ リアたち に残 された 「最後 の飾 り」(24)で あ り,す で に他 の もの は全 て

奪 い去 られ ている とい う。 また彼女 は,処 刑 に よる死だ けではな く,暗 殺 に も

脅か されて いる。 これ は,実 際 にバ ー リがポ ー レッ トに勧 め,エ リーザ ベ トが

モ ーテ ィマ ーに依 頼 して い るのであ るか ら,マ リアの妄想で はない。 そ してあ

らゆる抵抗 もむな しく,信 頼 して いた レス ターに も裏切 られ,マ リアは結 局死

なねば な らな い。 「世 論 は不 幸 な者 の味方 で,勝 利 を収 め た幸福 な者 はね たみ

につ けまわ され る」(1015ff.)と い う傾 向が あ るこ とは事 実であ る。マ リア に

観客 の 同情が寄 せ られ るの は容易 なこ とだ ろう。

 しか し,そ れで はエ リーザベ トが 「幸福 な者」 であ る と言 うことはで きるだ
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ろ うか。彼 女 の生 い立 ち は幸せ なも ので は なか った。 「陛下 にお かせ られ ま し

て は,不 幸 が厳 格 な学校 なので ご ざい ま した。人生 は陛下 にそ の喜 ば しい面 を

向 けは い た しませ んで した」(1377ff.)と シ ュル ーズ ベ リは言 う。マ リ アが

「軽薄 で うわつ いた歓 楽 のみ な ぎる」 フ ランスの宮廷 の 「果 て しのない陶 酔 の

饗 宴」(1389ff.)の 中 で育 ったの に対 して,エ リーザベ トは ウ ッ ドス トックや

ロ ン ドン塔 で孤 独 な幼年 時代 を送 ったので ある。女王 にな った今現在 も,彼 女

の心 は休 まる時が ない。エ リーザベ トも,マ リア と同 じく暗殺 の危 険につ きま

とわれて いる。 これ まで過 去 において,マ リアの信奉者 たち によつてエ リーザ

ベ トを殺害 す る企てが何度 もあ った ことは知 られて いる し,バ ー リは今 もカ ト

リックの信徒 たちがエ リーザベ トの暗殺計画 を実行 しっつ あ る と話 してい る。

そ して実際,モ ーテ ィマーの仲 間の一人 に よってエ リーザ ベ トは襲 われ るので

あ る。そ の上エ リーザ ベ トはひそか に,彼 女 の 「弱点」 であ り 「汚点」 で ある

(3222f.),私 生 児 とい う素性 に よつて常 に女 王 と しての存在 を脅 かされてい る。

大陸の国 々 を敵 にまわ してい るエ リーザベ トに とって,玉 座 を確保 して くれる

の は 「国民の厚 意」(3213)し か ない。 だが嫡 出子で は ない とい う権 利 の弱 さ

のため に国民の支持 もまた危 うい状 態で ある。 ところが エ リーザベ ト自身 の母

親 をは じめ,キ ャサ リン ・ハ ワー ドや レデ ィ ・グ レイな ど過 去の女王 たちの例

か らわか る ように,女 王 に とって王位 を失 うこ とは,命 を失 う とい うこととほ

ぼ同義 なのであ る。彼女 の代 わ りに王権 を請 求する こ とので きるのはマ リアで

あ る。モ ーテ ィマ ーの言 うとお り,マ リアが生 きてい る限 り,暗 殺 と王位 失墜

とい う二重 の意味で 「イ ングラ ン ド女王 の恐怖 もまた生 きてい る」(597)の で

あ る。

 また,エ リーザベ トもマ リア と同様 に,レ ス ター に裏切 られ る。 レス タマは

エ リーザベ トに 「真 心 か らの愛」 を誓 い(2835f.),エ リーザ ベ トは彼 を信 用

して,「 高官 た ちの中で も特 に引 き立 ててや り,常 に私の心 に一番近 しい者で

あ り,こ の宮 廷 で主人 の よう,国 王 の よ うに振 る舞 うこ とを許 して や って い

た」 とい う(2838ff,)。 だが,レ ス ターが マ リア とも通 じてお り,そ の ため に

彼女 の処刑 を止 め させ ようと してい ることは,観 客 にはエ リーザベ トよ りず っ

と早 くに知 らされてい るのであ る。 レス ターが エ リーザベ トに愛 の言葉 を述べ,

彼 女 の美 しさ をたた える とき,観 客 はすで に,彼 がその直前 にエ リーザ ベ トの

虚栄心 や気 ま ぐれ を批判 してい たこ とや,マ リアの若 さ と美 に心 を移 してい る

こ とを知 つてい る。そ うとも知 らず にエ リーザ ベ トが,マ リアよ り自分 の方が
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美 しいと言うレスターに刺激 されて,マ リアに会 うことを承知す る様子や,彼

女が レスターの裏切 りを知 った時の屈辱感 と怒 り,そ れで もなおレスターへの

信頼 を完全には失 うことができず(「 私はあなたが信 じられるが,ま た同時 に

信 じられない」(3016f.)),全 ての悩みをマ リアのせいに帰すことで 自分を納

得 させ ようとする様子(「 私 を打 ちのめすあらゆる不幸の名はマ リア ・ス トゥ

アル トなのだ」(3235f,))に は,観 客は多少 なりとも同情 を感 じずにはいられ

ないだろう。また作品の最後では,エ リーザベ トは,そ れまで彼女の最 も近 く

にいた廷臣のうち二人が彼女から離れていった後,レ スターを呼び寄せるので

あるから,や はり彼女はレスターを信頼 し続けていたのである。 もちろん,レ

スターは立ち去つた後である。この時にはついにエリーザベ トも,レ スターの

裏切 りを悟 らざるを得ない。彼女の受けた衝撃 とその後に残る寂蓼感を想像す

れば,観 客はやは り同情を禁 じ得ないだろう。

 このように,二 人の女王にはどちらにも,観 客の同情を呼び起 こすことがで

きる要素が与えられているのである。 しかし,第 一章で確認 したように,観 客

が登場人物にただ同情するだけではなく,同 時にある程度の距離 をとつて対応

することも必要なのである。シラーはマ リアの性格について,ゲ ーテに宛てて

次のように書いている。

 「私のマリアは感傷的な気分をひき起 こすことはないで しょう。それは私の

 意図するところではあ りません。私は彼女 を常に肉体的存在 としてお くつ も

 りです。そ して激晴は個人的 ・個別的な同情 というより,深 い普遍的な感動

 でなければなりません。彼女 は優 しい感情にひたされたり,そ れを人に起 こ

 させた りすることはあ りません。激 しい情熱を自ら経験 し,人 の心に燃 え立

 たせ るのが彼女の運命なのです。ただ乳母だけは彼女に優 しい気持ちを抱い

 ています。」47)

 「感傷的な気分」,「個人的 ・個別的な同情」 は;「心情 の自由」を妨げ るも

のとして,シ ラーの目指す悲劇からは排除されなければならなかった。そのた

めにマリアとエ リーザベ トとには,ネ ガティヴな要素 もまた与えられているの

である。例えば,罪 のない者の不幸には感傷的な同情の涙が寄せ られがちであ

る。それに対 して犯罪者には,観 客は何 らかの抵抗感によって幾分かの距離を

おくことになり,完 全な同化 をすることはないだろう。ヴィトコフスキーは,
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罪 を犯 した主 人公 に対 して観客 は,「 道徳 的 な判 断」 と 「同情 に よる誘惑」 と

い う二 つの反応 の間で揺 れ動 くこ とにな る と述べ てい る48)。観 客 に自律 の意識

を呼 び覚 ます ため には,完 壁 に正 しく善良 な人物 よ りも,あ る程度 ネガテ ィヴ

な ところの ある登場 人物 の方 が適 してい る。

 エ リーザベ トのネ ガテ ィヴな面 を見 つ けるこ とは難 しくない。 まず,彼 女 は

モーテ ィマ ーにマ リアの暗殺 を命 じる。エ リーザ ベ トはマ リアの生 と自分 の生

とが両 立す る もので はない ことを知 ってい る。処刑 の命令 を下せ ばエ リーザベ

トには国民 や外 国の憎 しみが向 け られ るこ とになるか もしれない。恩赦 を下せ

ば世 間か ら反感 を食 らう心 配 はないが,エ リーザ ベ ト自身の命 が危 うくな る。

この二つ の方 向 の 間でエ リーザ ベ トが陥 ってい るジ レンマ か ら抜 け出す 手段

一 「慈悲 の要 求 す る ところ と必 要 が命 じる ところ とを うま く結 びつ け る」

(1569f.)手 段 は,マ リアが処刑 によ らず に死 ぬ ことで あ ると彼女 は考 えたので

ある。 しか し,イ ングラ ン ドがマ リア をエ リーザ ベ ト暗殺計 画の罪で告訴 して

いるのであ るこ とを考 えれば,こ の行為 の不正 さは一層 明 らかで ある。

 また,こ の場 面 は,エ リーザベ トの本心が 明 らか になる最初 の箇所 で もあ る。

ここで,そ れ までエ リーザ ベ トがマ リアの処刑 について,執 行 を要求す るバ ー

リ,恩 赦 を求 める シュルーズベ リ,そ の間 を とる ように死刑 の宣告 は出 した ま

ま執行 は保留 してお くこ とを勧 め る レス ター と,三 者三様 の意 見 に公平 に耳 を

傾 ける様 子 を見 せてい たの も,マ リアか らの手紙 を読 んで涙 を流 したの も,偽

りの態 度で あった ことが判 明す るのであ る。彼女 は本当 は,マ リアの死 を望 ん

でいたので ある。ただ,あ くまで も 「あの人 の死 に私が手 を貸 している ことは

永久 に謎 であ るよ うに」(1604f.)す る こ とが 重要 であ るため,エ リーザ ベ ト

は事 を内密 に運 ぼ うと してい るので あ る。 さ らに数場後 の レス ター との場 面 に

おいて も,観 客 はエ リーザ ベ トの本心 を知 る。 エ リーザベ トは実 は,女 性 と し

て数多 くの男性 か ら求愛 され,そ れに思 うままに答 えるこ とので きたマ リアを

うらやんで いるのであ る。 エ リーザ ベ トは男性 を軽 蔑 してみせ,自 分 な らマ リ

アの ような享楽 的 な生活 は選 ば ない としてい るが,そ れが彼女 の本当 の気 持 ち

ではない証拠 に,エ リーザ ベ トは自分 か らマ リアの美貌 の うわ さを持 ち出 して,

レス ターの熱心 な勧 め のために仕方 な く,と い うそぶ りを見せ なが ら,マ リア

に会 ってそ れ を確 かめ るこ とがで きる ように話 を持 って い くので ある。 もち ろ

ん彼女 は,「 もし私 が馬鹿 な こ とを しでか して も,そ れ はあなた のせ いで,私

のせ い では あ りませ ん よ,レ ス ター」(2065f.)と,前 もって責任 を回避 す る
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ことを怠 らない。そして実際にマリアに会 った時には,ま ずは驚いてみせ,次

には 「姉妹 としての誠実な義務 を果たすために」,「寛大であ りたいという気持

ちに従 って」,面 会 を許 してやると言うのであ るが(2282ff.),こ れまでの経

緯 を知 っている観客には,こ のエリーザベ トの態度のそらぞらしさを簡単に見

抜 くことができるだろう。

 エ リーザベ トは,フ ランスのアンジュー公 との結婚を一旦 は承諾 したの と同

様 に,マ リアの死刑宣告書に署名 をしたの も国民の要求に強いられてのことで

あるとしている。彼女は女王 とい う身分 を奴隷 にたとえてお り,「自分 自身の

心 に従 うことは許 されず」(1156),「 国民の最善のためだけを願 つて生 きてき

た」(3152)と い う。 しかし,エ リーザベ トはレスターに裏切 りの疑いが生 じ

た時,す でに一度は処刑 を執行 させ ることを決めているのであるから,彼 女が

第四幕で国民の声に従 うべ きかどうかに苦悩する様子は,作 為的なものになる。

しか も,エ リーザベ トはバーリやシュルーズベリな ど他の廷臣を退出させた時,

デヴィソンだけは近 くにひかえさせ ているのであるか ら,彼 女に宣告書に署名

をする意志が固まっていたことは間違いない。

 このようにエ リーザベ トが常に二種類の態度 を使いわけていることは,第 四

幕第十場の長い独 白において彼女自身の口からも明かされる。エ リーザベ トは,

内心では国民を軽蔑 してお り,不 本意なが らも彼 らの意見 を尊重 してきたのは,

私生児であるがゆえの女王 としての権利 の弱 さを隠すためであったことを打ち

明ける。彼女が本当に理想 とす る君主は,先 代の女王スペインのマリアのよう

な独裁者なのである。

 「ああ,世 間の人の機嫌 を取 らねばな らないような者が

 どうして国王 と言えるだろう。行動 をするときに

 誰の賛成 を気 にする必要 もない者 だけが国王なのだ。」(3197ff.)

 だが,こ こでエリーザベ ト自身は認めていないが,彼 女 は国民の要求に従 っ

ているふ りをすることによつて,責 任 を国民に転嫁することがで きるのである。

エ リーザベ トに独裁者になる勇気がないことははつきりしている。彼女が宣告

書 に署名をした後,そ の処置をデヴィソンにゆだねてしまうのは,や はり国民

の非難の声 を浴びることを恐れているからである。 したがってマ リアの死後に

裁判の不備が見つかると,さ っそ くデヴィソンとバーリとに職権濫用 という理
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由で責任 をとらせ るのであ る。 そ して シュルーズベ リを今 後 は 「指 導者」,「友

人」(4015)と して頼 ろ うとす る。君主 と しての責任 を持 って 国民 を導 いて い

くことをエ リーザベ トは放棄 してい るので ある。

 しか し,こ の作 品の初 演の前 の下稽古 に立 ち合 った際,シ ラーが 「私 はマ リ

ァ を無罪 には しなか った。天使 の ように純潔 な主人公 は私 に は悲劇 的で はない

ように思 われ るか らだ」 と言 っていた と伝 え られて いる ように49),マ リ アに も

ネガテ ィヴな要素が与 え られて いるのであ る。 その一つ は,彼 女が過去 に夫 ダ

ー ンリの殺害 に加担 し
,し か もその首謀者 であ るボ スウェル と結婚 した とい う

罪 の ことで あ る。マ リア 自身の告 白に よれ ば,彼 女 の おか した罪 は,こ の他,

エ リーザベ トへ の憎 しみ とレス ターへの愛 とい うこ とで ある。彼女 は ,イ ング

ラ ン ドの訴 えの根 拠で あるエ リーザ ベ トの暗殺 の企 て は,自 分の罪 として認め

ない。 しか し,は た してマ リアは本 当 にエ リーザ ベ トへ の反 逆罪 につ いて責任

はないのだ ろ うか。 メルヴ ィル の言 うように,彼 女 は 「意志 」 と しては この犯

罪 に関わ っていたの に,罪 を被 るこ とにな る 「言葉 」 を避 けてい るのではない

だ ろ うか(3723f。)。 マ リアはバ ー リに向か って,次 の よ うに自分 を弁 護iして

い る。

 「私 の良心 はこの国 に

 結 びついて いるで し ょうか?私 にイ ング ラン ドに対 して

                       義 務 が あるで しょうか?

 私 は神聖 な正 当防衛 を行 なってい るにす ぎな いのです,

 こ の束縛 か ら逃 れ ようと し,力 で もつて力 を

 防 ぎ,あ の大 陸の全 ての 国を

 誘 い動 か して私 を保 護 させ よ うと してい るの は。」(944ff。)

 明 ら かに,マ リアは 自分の意志 で助 けを求めてい るのであ る。 それがエ リー

ザ ベ トへ の大逆 と結 びつ くこ とは,パ リーやテ ィ ッチバ ー ン,バ ビン トンの例

が 証明 してい る。 しか し,彼 らの名 を挙 げて,モ ーテ ィマー に救 出計 画 を思 い

とどまらせ ようとす る とき,マ リア は,残 酷 な処 刑 とそれに よって彼女 の拘束

が 一層 強 まった ことを理 由 にす るだけで,エ リーザベ トの暗殺 につ いて は一言

も触 れてい ない。バ ー リに対 して無 罪 を主張す る ときには,彼 女 の 「誇 りと良

心 が許 さない」(953)と い う理 由で エ リーザベ ト暗殺の疑 い を否定 していたの
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に,な ぜ モ ーテ ィマ ーにはそれ を止 めないの だろ うか。マ リアは 口をつ ぐむこ

とに よって,敢 えてエ リーザ ベ トの暗殺 を禁 じて はい ないのであ る。 また,マ

リアはモ ーテ ィマー に,エ リーザベ トに よって暗殺 される恐 れがあ る ことを打

ち明け てい るが,「 力 を力で 防 ぐ」 とは,相 手 に も同 じ手段 を用 いて対抗 す る

こ とで はない だろ うか。 さ らに,マ リア はス コ ッ トラン ドの女 王 とイ ングラ ン

ドの女 王が友好 関係 を結ぶ こ とを望 んでい るのではな い。 二つ の国 の問の不和

は 「一 つの議会 がそれ らを兄弟 として結 び合 わせ,一 つ の王笏 が島 国全体 を支

配 す る」(825f.)ま で 消 え ない とマ リアは言 う。「そ してス トゥア ル ト家 の女

性 がその よ うな幸福 を この国 に与 えるべ きだ とお っ しゃるのです か」(827f.)

とい うバ ー リの問い を彼女 は肯定す る。 しか し,マ リアは 自分が両 国民の憎 し

み の犠 牲 になってい る と巧妙 に話 をず ら して口 を閉 ざ してい るが,彼 女が両 国

の統治 者 になつた場合,エ リーザベ トが排除 されね ばな らない こ とは明 らかで

ある。マ リアは最後 まで認 め よう とは しなか ったが,た とえ直接 に指揮 を とっ

た り,自 分 か ら積 極 的に行動 を起 こ した こ とはない として も,エ リーザベ トの

殺 害 の企て に彼 女 が 間接 的で あ るにせ よ関与 してい た こ とは間違 いな い だろ

う50)。

 そ してマ リア は,罪 を告 白 した後 で さえ 「天使 の ように純潔 な主 人公」 に は

な つて い ないので ある。刑場 に赴 く直前,マ リアは レス ター に会 い,「 身 を震

わせ,膝 が きか な くなつて倒 れ かけ」,レ ス ターの腕 に抱か れる(3818の 後)。

彼 女 はやは りレス ターに対 して平静 を保つ ことはで きなか つた。 そ してマ リア

は彼 に話 しかけ るが,そ れ は皮 肉に満 ちてい る。

 「あなた は約束 を守 つて くだ さい ま したね,レ ス ター伯  あ な たは

 私 に,腕 を貸 してこの牢獄 か ら連 れ 出 して くだ さる と

 約 束 して くだ さい ましたが,今,そ の腕 を貸 して くだ さるので すね。

 [… …1

 ご機 嫌 よう,も しおで きにな るな ら幸せ にお暮 らしなさい。

 あ なた は二人 の女 王の愛 を求 め られ ました。

 高 慢 な人の心 を得 るため に,

 しお ら しく愛す る人の心 をはねつ け,裏 切 ったのです。

 エ リーザベ トの足 もとにひ ざまず きな さい。

 あ なたの報酬 があなたの刑罰 に変 わる ことが ない よう祈 ります。
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 さ よ うな ら  今 は もう,こ の世 に思 い残す ことはあ りませ ん。」(3819ff.)

 マ リ アはエ リーザベ トをあい かわ らず 「高慢 な」敵対者 とみ な し,レ ス ター

には愛 情 を裏切 られた こ とに恨 みを もらさず にはい られない ほ ど,執 着心 を残

してい る。 マ リアか らは,彼 女が告 白 した ようには,憎 しみ も愛 も最 後 まで消

えてい ない のであ る。

皿.不 均衡 な解 釈の可能性 とそ の克服

1.観 客 をマ リアへ近づ け る構 造

 前 章 での考 察 によれ ば,マ リア とエ リーザ ベ トとは,そ の基本 的な立場 にお

いて も,ま た観 客の 同情 と距離 とい う問題 に関 して も,バ ランスの とれた 関係

にある と言 うことがで きる。 しか し,先 に も述べ た初演 のための下稽古 にお い

て,シ ラーは,エ リーザベ トの役 を演 じるこ とがマ リアを演 じる より 「はるか

に大 きな芸術 的な仕事」 であ るこ とを認 めていた とい う。 それ に対 してマ リア

の役 は 「あ る程 度 自ず か ら演 じられ る」 と51)。 ま た第五幕 の執筆 に取 りかか る

よ り前 に,す で にシラーは,マ リア役 よ りエ リーザベ ト役 にふ さわ しい女 優 を

選 ぶ ことに心 を くだい ていた とい う52)。確 か にマ リアとエ リーザベ トへ の観客

の関心 を釣 り合 わせ よ うとすれ ば,エ リーザ ベ トを演 じる役 者の能力 と資 質 も

問 われ るこ とにな るだ ろ う。 とい うの は,こ の作 品 にお いて は,観 客 がマ リア

の方 に同情 し,エ リーザベ トには反感 を持つ こ ともまた可能 であ るか らであ る。

 『マ リア ・ス トゥアル ト』 を題材 と したギムナジ ウムでの授 業 のモ デル を提

案 してい るフロマ ーは,二 人の主要 人物 によって担われ てい る二つ の対立 す る

視点 の間 を自由に移動で きるように,一 人二役 の読者の役割 を習得す る ことを

授業 の 目的 としてい る。 フロマ ーに よると,読 者 がマ リアの視 点 に立 てば,こ

の作 品 は白黒 のパ ター ンで 「通俗 的な」 受容 を され るこ とにな る。 だが,そ れ

には受 容者 だけでな く,作 者 に も責任 があ る としてい る。 なぜ な ら,マ リアの

側 の視 点 は最初 か ら容易 に読 み取 れるが,エ リーザベ トの視 点 に近づ くの は難

しいか らで ある とい う53)。

 確 か に登 場人 物間の関係 には,フ ロマ ーが この作 品全体 を支配 してい ると述

べ てい るように,マ リアを観客 に接近 させ,エ リーザベ トに対 しては観客 とマ
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リアとが同じように距離 をとるようにさせるという構図54)が見出される。登場

人物の中にはマリアの味方である者や,彼 女に心 をひかれた り同情する者が多

くいる。ケネディをはじめとしてマ リアのかつての侍女や家臣はもちろん,モ

ーティマーは明らかにマ リアの側に立 っている。そ して彼女は,人 の心 に影響

を与え,自 分の方 にひきつける力を持つ人物 として描かれている。例えばバー

リの次の言葉はそれを断言 している。

 「あの方の人の気持 ちに及ぼす力,

 あの方の涙の持つ女性的な力 はあまりに大きいのだ。

 秘書のカールなどがあの方の前 に立って,

 あの方の命を左右するような

 言葉を発することにで もなれば,一 あいつはおずおず

 しりごみして,以 前の白状を取 り消すだろう  」(991ff―)

 このマリアを 「見る」 ことの持つ力を最 もよく証明しているのが,モ ーティ

マーであ る。マ リアの肖像画 を目に して 「心 を揺 さぶる不可思議 な魅力」

(504)に よって魂の奥底 をとらえられたと言 うモーティマーは,本 物のマ リア

の姿を見て感動を強める。

 「女王 さま,私 はあなた様にお目にかか りました  あなた様 ご自身に。

 肖像画ではな くて。  ああ,こ の城はなんとい う宝 を

 蔵 しているので しょう。牢獄ではあ りません。

 イングランドの宮廷 よりも輝かしい

 神殿です。  ああ,あ なた様 と

 同 じ空気を吸うことを許された者は幸 いだ。」(549ff.)

 そ してこの感動がマ リア救出活動の原動力 となるのである。

 「ブ リテン人が彼らの女王様を見れば,

 イングラン ドの全青年が起ち上がるで しょう。

 一本の剣 もむだに鞘の中におさまってはお りますまい。

 そして反乱は大きな頭をもたげて
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 この 平和 な島国を闊歩す るこ とになるで しょう。」(556ff.)

 これ がモ ーテ ィマーの熱狂 的な思 い込 みだ けで はない ことに,マ リアを救 う

ため に立 ち上が る者 は後 を絶 たない のであ る。

 レス ター も,自 分 の保身 を第一 に考 えて はい るが,最 初 はマ リアを救 う側 に

っ いてお り,最 後 まで彼 女 の影 響力 か ら逃れ るこ とはで きない。彼 は処刑 され

る直前 のマ リアに会 って動揺 を示す。

 「一 心 の声 な どは冷や やか に押 さえ付 けよう と

 こ こへ や つて来た決心 は どこへ行 って しまったのだ。.

 あ の方 の首 の落ち るの を じっと見届 け るつ も りだ ったの に。

 あ の方の姿 を見た ら私の死 んでい た差 恥心が よみが えったのか。

 あ の方 は死 に臨んで まで愛 の絆で私 を惑わ さず にはい ないのか。」(3847ff.)

 そ れ で もレス ターは,同 情 を押 さえ,目 を 「石」 に して(3859),マ リ アの

死 を見届 けよ うとす る。 だが実 際 は,処 刑の行 われ る様子 を耳 で聞 くこ としか

で きず,つ いには気 を失 って倒 れて しまうので ある。 レスターに とって もマ リ

ァは,強 い吸引 力 を持 って心 を乱す存在 なので ある。

 一 方,エ リーザベ トには,そ の よ うな熱心 な味方 も同情者 もい ない。 フ ラン

ス か らの求婚 が外 交政策で あ るこ とは明 らかで ある し,国 民 がエ リーザ ベ トを

愛 してい るか どうか は,エ リーザベ ト本人や その他 の イ ング ラン ド側 の人々 に

よつて語 られるが,実 際 の ところは確 かで はない。マ リアのため にモ ーテ ィマ

ーの ような信奉 者が現 われて強烈 な印象 を与 えるの に比べ れば
,国 民 のエ リー

ザベ トへの崇拝 は単 に言葉 に よる情報 にと どまってい る。 身近 にいる三 人の家

臣に して も,レ ス ターの求 愛 は打算 に基づ いた ものであ る し,バ ー リはエ リー

ザ ベ ト個人 ではな くイ ング ラン ドとい う国家 に忠 実 なので あ る。唯一,シ ュル

ーズベ リだけはエ リーザベ トの ため を思 って助言 を して いるが ,彼 に して もマ

リアの容貌 の美 しさを口にせ ず にはい られ ない し,フ ロマ ーが指摘 してい るよ

うに,マ リアの夫殺害 の罪 は許す のに,エ リーザ ベ トがマ リアを処刑す る こと

には反対す るのであ る55)。作 品の 中には,マ リアの ようにエ リーザベ トに ひき

つ け られ る者 は誰 も登場 しないので あ る。

 もち ろん観客 が,作 中の人物 たち と必ず しも同 じように反応 す る とはか ぎら
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ない。 だが,例 えば 目の前でマ リアの侍 女 や臣下の者 たちが,彼 女 の死 を嘆 き

悲 しむ様子 を見れ ば,「 もらい泣 き」 とい う現 象が あ る ように,観 客 も彼 ら と

同様 に 「激 しい苦 しみ」(3480の 前)を 感 じ,「 激 しく涙 を流 す」(3568の 後)

と い うこ とはあ り得 るので はないだ ろ うか。 『マ リア ・ス トゥアル ト』 の初演

は1800年6月14日 に ヴ ァイマ ルの宮廷劇場 で行 な われた のであ るが,当 時 の観

客 の反応 を伝 えて いるあ る文章 に よると,マ リアが乳母 や侍 女た ちに別れ を告

げ る場 面で は,「 極 めて感動 的で心 を溶 かす ように演 じられたた め,目 に涙が

あふれ なか った観客 はほ とん どいなか った にちがい ない」 とい う56)。 そ して多

くの人 々が この作 品か ら期 待 していたの は,ま さにその ような感動 であ ったの

であ る。 それは当時 の批評 か ら知 るこ とがで きる。例 えば,マ リアの死 後 にエ

リーザ ベ トが再登場す るこ とにつ いては賛否両論 があ った。 この一連 のエ リー

ザ ベ トの場面 を不要 とす る意見 には,次 の ような ものが ある。

 「これ らのつ けた しの場面 は,作 品 に完壁 さを与 えるか わ りに それ を奪 って

 し ま う。 マ リァの死 はわれ われの心 を一杯 に満 た したため,そ の上 さらに何

 か 教訓 を望 む こ とな ど思 い もよ らなか った。今,作 者 はわれわれ をその後 に

 続 く状況へ,世 界の 中へ 連れ戻 した[… …]。」57)

 「[……]わ れわれがマ リアの不幸 を経 て持 つで あろ う同情 の印象 は弱 め られ,

 他 の 感情 が かわ りに押 し寄せ て くる。[… …]マ リアの運命へ の付 属あ るい

 は補 足 と しては,そ れ[エ リーザベ トの場 面]は,私 が思 うに,最 も不 適当

 な位 置 にある。 なぜ な ら,そ れ は都合 の悪 い時 に関心 をマ リアか らそ らして

 エ リーザベ トの方へ 向け るか らであ る。」58)

 逆 に,こ の ような意見 に対 す る反論 とな つて いる批 評 もあ る。

 「正義 は,エ リーザ ベ トもまた再 び苦 しむこ とを要求す るのであ る。[… …]

 す で にマ リアの告解 によ つてわれわれ は,道 徳 的に,い や,ま さにそ れに よ

 って ある程度 法律的 に も,マ リアが無罪 で死ぬ こ とを確 信 してい る。 しか し

 今,わ れ われの確 信 は完全 な もの にな り,そ れ ゆえわれわれ の心 の 中の感動

 的 な印象 も増 すので ある。」59)
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 賛否 どちらの意見 も,マ リアの死によって感動を得 ることが望まれていた と

いう点では共通 している。エリーザベ トの場面を 「つけたし」 とみなすにせよ,

その感動 を強めるものとして歓迎するにせよ,こ の作品の中心 はマ リアの運命

であるととらえられていたのである。マリアの夫殺害の罪に関 しておおむね不

評であったのも,同 じ理 由によるもので ある。ある批評者は,マ リアの罪 は

「彼女の性格に実にいまわしい印象 を与え」,マ リアの不幸   「彼女の監禁と,

エリーザベ トによる無罪の処刑」  によつて与えられる感動 を弱めてしまう

と非難 している60)。また別の批評者 も,マ リアが罪 をおか したことを思い出さ

なければ,「彼女 はどれほど偉大に見 え,ど れほど無限に影響を及ぼすだろう」

という感想 を残 している61)。

 しか し,確 かに否定的な評価 もあつたとはいえ,こ の作品は,マ リアの運命

による感動 を求めている観客の期待 にはかなりの程度答えることができるだろ

う。そのような観客は,登 場人物 と同じようにマ リアの美 しさを讃え,マ リア

の死を悲 しめば,大 きな感動を得 ることができるのである。登場人物の多 くが

マリアにひきつけられるという状況によつて,観 客にとって も彼 らと同 じよう

にマ リアに同情することが容易になるのである。つ まり,登 場人物のマ リアの

側 に偏った態勢は,観 客の中のある期待 と結びつき,そ れを実現へ と導いてい

くことができるのである。

 また,競 客がマ リアの視点に立つことを容易にするのは,舞 台の上で進行す

る出来事 と,そ うではな くすでに終った事,舞 台の外での出来事 とが観客に与

える印象の強さの違いでもある。この点については,シ ラー自身が 『悲劇芸術

について』の中で,劇 作家であっても 「冷静な目撃者でなければできないよう

な観察を登場人物に語 らせ る」 ような時,叙 事文学 と同様 に生 き生 きとした直

接的な印象は弱まり,観 客の注意はそらされると指摘 している62)。エリーザベ

トの不正な行為や表裏のある態度,無 責任 さなどは,彼 女がモーティマーにマ

リアの暗殺を依頼するところを観客が直接に目撃するのをは じめ として,舞 台

上で次々 とあらわになつて行 くのに対 し,マ リアの持つ最 も明確にネガティヴ

な側面,つ ま り夫殺害の罪については,過 去の出来事 として語られるのみで,

舞台の上で演 じられるわけではない。実際に観客の 目の前で起こるのは,マ リ

アが罪を告白し,そ れを悔いて許 されるという出来事である。 しかも,そ れは

二度繰 り返される。一度 目はケネディにマ リアは,現 在の苦境 は夫の亡霊の復

讐なのだと言 う。「私は事を承知 していなが ら,と めようともせず,あ の人を

              一 23 一



甘 い言 葉でお だてて死 の網 にお び き寄せ たので す」(292f,)と マ リアが 自分か

ら責任 を認め るこ とによって,彼 女 の乳 母であ るケネデ ィが,彼 女 をそれ以上

責 める ことがで きな くなるのは当然で ある。ケ ネデ ィはマ リアの若 さや,ダ ー

ンリの傲慢 さと粗暴 さ,ボ スウ ェルの誘惑,は ては 「油断 してい る とあ つとい

う間に人間の胸 の中に住 まいをか まえ,す ばや く私 たちの体 を借 りて悪事 をな

し,汚 された胸 に驚愕 を残 して地獄 へ逃 げ帰 る悪 霊」(363ff.)の 存 在 まで持

ち出 してマ リアを弁護 し,「 私 があ なた様 の御改俊 の証人 でご ざい ます」(371)

と宣 言す る。そ して二度 目は聖職者 の資格 を持 ったメル ヴィルに よって,マ リ

ア は繊悔 に続 いて罪 の許 しを伝 え られ るのであ る。

 「私 は[… …]

 あ な た様 があ らゆる罪 を許 された ことを御 宣告い た します。」(3743ff.)

 そ してマ リア は聖体 を拝 領す る。 これ らの儀 式的 な場 面が批判 の対 象 にな っ

た とい う事実 は63),同 時 にマ リアの蹟 罪 と救済 が真実 として受 け とめ られた こ

とを も意味 してい る。 この ように して,マ リアが罪 をおか した とい う印象 はエ

リーザベ トに比べ て弱 くな るの であ る。 その上,裁 判 に関す るエ リーザベ ト側

の不正 とマ リアの潔 白 とは,確 かなので ある。マ リアにエ リーザベ ト暗殺 の意

志 があ ったか どうか は別 と して,イ ングラ ン ドは,彼 女 がそれ を命令 し指揮 し

た とい う理 由で告訴 し,死 刑の判決 を下 したのであ る。 しか し,モ ーテ ィマー

の場 合 に見 られた ように,少 な くともマ リアは 自分 か ら直接 に暗殺 を指示 して

はい ないよ うであ る し,イ ングラ ン ドが有罪 の根 拠 としていたマ リアの秘書 の

証 言 は偽 りであ ったこ とが判明す るのであ る。 しか も,第 一幕第八場 でのバ ー

リとポ ー レッ トの会話 に よれ ば,故 意 に不正 が行 わ れた疑 いがあ る。だが,マ

リア はすで に処 刑 され た後 であ つた。 これ に よって イ ング ラン ドは決 定的 に不

利 な立場 に立 た され る。 イ ングラ ン ドの裁判 において はマ リアは無罪 であ り,

イ ングラ ン ドは誤 った判決 を下 していたので あ る。逆 に これ は,『登場 人物で あ

れ観 客で あれ,マ リアの側 につ いてい る者 に とって は好都合 な状 況 なので ある。

2.観 客 の 区別

 こ の ように 「マ リアの罪 が作 品の進行 につ れて次第 に減 って,彼 女 は最後 に
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はほとんど汚点のない状態にな り」,「彼女の敵の告訴の中で何が誹誇であ り,

何が真実であるか」が明 らかになって くることがシラーにとつて望 ましかった

のであれば64),マ リアとエリーザベ トへ の観客の同情を不均衡にするような構

造その ものが,作 者によつて意図的に作 られたのではないか と考 えられる。こ

れは,シ ラーによるマリアとエ リーザベ トとの平等な扱いという本論の出発点

とは矛盾するようであるが,.こ こで考えなければならないのは,そ もそ もシラ

ーが観客をどのようにとらえていたかという問題である。

 シラーはビュルガーの詩に対する批評の中で,芸 術作品の受容者の質が もは

や一様ではないことについて言及 してい る。ホメロスの時代には 「社会の構成

者全員が感情 においても思考において もほぼ同一の段階にあった」のに対 し,

現代では 「国家の精髄 と大衆との間に極めて大 きな隔た りが見出だされる」 と

シラーは言 う65)。そ して,こ の ような受容者の区別は,シ ラーの悲劇論におい

て も見 られるのである。『悲劇的対象 を楽 しむ根拠 について』の中でシラーは,

「崇高」の感受力 には.人によって違いがあると述べている。

 「だが,最 も真実で最 も高い崇高で さえ,周 知のとお り多 くの人々にとって

 は誇張 と無意味なのである。なぜ なら崇高を認識する理性の尺度は全ての人

 において同一ではないからである。小 さな魂はそのように大 きな表象の重圧

 の下で沈みこんでしまうか,苦 痛 なことにも道徳的な直径 を上まわってはり

 つめ られていると感 じる。思考力の持ち主なら最高の秩序 をほめたたえると

 ころで,平 凡な大衆が不愉快な混乱を見るということはよくあるのではない

 だろうか。」66)

 つまり,シ ラーは,自 分の悲劇の理想 的な観客 となる人々と,そ うではない

「大衆」 とを最初か ら区別 しているのである。シラーの戯曲論は,観 客にゆだ

ね られている部分が非常に大 きい67)。しか し,作 者の力が直接 に及ぶのは,効

果を予想 して作品を作 り上げてい くところまでで,そ れ より先は観客の受 け入

れ方 しだいなのである。観客に準備ができていなければ,戯 曲論で想定 されて

いるような理想的な作用は起こらないだろう。劇中世界 との同化 と距離 とのバ

ランスをとりながら,自 らの自律 を認識するためには,本 来能力や知識がそな

わっていることが前提 とされ,そ の結果 それはごく一部の人々に限られること

になる。最 も頻繁 に劇場 を訪れる観客 は 「純粋な芸術心 に最 も欠けてお り」,
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「た いて いは芝居 に
,価 値 の ない時間の 浪費以外 に何 も求 めてい ない し,見 出

しも しない」68)とい うのが 実状 であ ったか らであ る。 シラーの美 的教 育 論が,

最 終 的 には,美 しい仮 象 の国 が実際 は 「い くつか の数少 ない選 びぬ かれ た集

団」69)の中 に しか見 出せ ない と認 める に至 つてい るの と同様 に,悲 劇 論 にお い

て もそ の対 象は少数 のエ リー ト層 に限定 され る ことになる。 だが それに よって,

そ の他 の大多 数の人 々が劇 場か らしめ出 され て しまうとい うわけで はない。 シ

ラー は死の お よそ一月前 に フンボル トに宛て て,「[劇 作家 は]意 に反す るこ と

で あ つて も,大 衆 と多面 的な関係 を持 ち,そ こで 必ず しも純粋 な ままでい るわ

けで はないのです」 「私 は,ド イッの舞 台 を 自分の作 品の騒 音で満 た しなが ら,

ドイ ッの舞 台 か ら も何 か を受 け入 れたので す」70)と書 いて いる。彼 は観客 の実

際 の状 態 を把握 してお り,「 大衆」 に も配慮 し,時 には彼 らの好 みに迎合 せ ざ

る を得 ないこ とを認め ていたので ある。 それ な らば 『マ リア ・ス トゥアル ト』

におい ては,マ リアの運命 と死 による感動 を求 めてい る観客 のため には,そ の

要 求 を満 たす こ と もまた必 要 となるので あ る。 そ もそ も,『 群 盗』 の カール ・

モ ーアとフラ ンッ ・モ ーアの場合 よ りも一層 明確 に,二 人 の対照 的 な主 人公の

対 立関係 によ って筋が進行 し,し か も白黒 の はっ き りした結末 がつ くような作

品で は,比 較 的たやす く観 客の 同情 を一方 の人物 に偏 らせ る ことがで きるのか

もしれ ない。 『ヴ ァレンシ ュタイ ン』 三部作 におい ては,主 要 な登場 人物 ヴ ァ

レンシュタイ ン,マ ックス,オ クターヴ ィオの三 人の間 にあるの は単 なる対 立

関係 で はな く,信 頼,忠 誠,愛1宵 裏切 りとそれに よる良心 の痛 み な どが複雑

な様 相 を呈 してお り,二 者 を比較 して善悪 の判断 を下す こ とは難 しい。 しか し

『マ リア ・ス トゥアル ト』 で は
,少 な くと も裁判 に関す る 白黒 は はっ き りして

い るの であ る。 マ リアは 「自ずか ら」,観 客 の 同情 を集 め るこ とがで きるだ ろ

う。

 しか し,第 二 章で試 みた ように,マ リア とエ リーザベ トの対等 な関係 を見出

す ことは,少 な くともシラ ーの意図 を知 って意識 的な読 み方 をす れ ば可能 で あ

る し,フ ロマーの言 うように,両 方 の視 点 に立つ こ とは習得 で きるこ とで もあ

るだ ろう。 そ して,シ ラー にとっての理想 的 な観客 にはそ れが 求め られてい る

のであ る。 したが って,一 方でマ リアの方へ 観客 を容 易 にひ きつ ける ような構

造 があ るのに対 して,エ リーザベ トに も関心 を集 め るこ とが必要 となる。 もち

ろん,上 演 にあた って の役 者の選 び方 は重 要で あるが,そ れ だけで はな くテ ク

ス トそ の ものにおいて も,エ リーザベ トに はマ リア とは別の特 別な役割 が与 え
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られている。それは,エ リーザベ トが最後に舞台に残 るという点にある。つま

り,二 つの層に分裂 した観客のために,マ リアとエリーザベ トとの間が不均衡

に解釈 される可能性 は残されているが,し か し,そ れを克服 して保たれている

均衡 もまた見出されるのである。

3.エ リーザベ トの最後の姿

 第五幕では,マ リアの死後,再 びエリーザベ トが登場する。裁判の不備な点

が明らかになったため,エ リーザベ トは死刑の宣告書を勝手 に取 り扱 ったとい

う理由でバーリを追放 し,シ ュルーズベリは自分からエ リーザベ トのもとを去

る。そして レスターはフランスへ発 ったことが告げられる。

 「彼女は気持ちを抑え,静 かな落ち着いた態度で立ちつ くす。幕下 りる。」

                            (4033の 後)

 作品の構成上の対称性を崩 してエリーザベ トが再登場 させ られていることか

らも,こ こには作者による何 らかの意図があると考えられるのである。確 かに,

イングランドの誤 りが判明し,エ リーザベ トが身勝手さや無責任 さをさらけだ

す ことによって,彼 女への反感が強 まる可能性 もある。 しか し,エ リーザベ ト

の最後の姿には,そ れをこえる意味が込められているのである。

 まず第一に考えられることは,こ れはやはり,観 客の同情 をマ リアのみに集

中させ ないための工夫であるということである。最終幕でのマ リアは,そ れま

での感情の起伏の激 しさから一転 して,落 ち着 きと女王 らしい威厳をもって現

われる。場面の雰囲気 も,王 者にふさわ しい華やかさと重々 しさを伝えている。

彼女の元 には 「金や銀の器,鏡,絵 画,そ の他の貴重品」(3349の 前)が 返さ

れ,メ ルヴィルをはじめ侍医や侍女たちが集まってきている。そこにマリアは

「白の盛装,首 には小 さな珠 を連ねた鎖 に神の小羊を下げ,帯 か らはロザ リオ

がつるしてある。手には十字架像,髪 には冠を戴 き,大 きい黒のヴェールは後

にはねかえ してある」(3480の 前)と いう装いで登場する。 これ らは皆,女 王

としてのマ リアを観客に改めて確認 させ る外的な要素である。これまで高価な

持ち物 は取 り上げられ,世 話 をする者 は乳母のケネディしかいなかったマリア

は,こ こで外見的にもその本来の姿 を取 り戻すのである。嘆 き悲 しむ人々と対
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照的なマ リアの 「落ち着いた気品」(3480の 前)は 彼女の風格 を増 し,彼 らに

かけられる言葉の一つ一つにも慈愛はこもつているが,君 主 と家臣の問の距離

は厳格に保たれている。人々がひざまずいてマ リアの手に接吻をするという動

作 も,マ リアの権威 を高めることになる。マリアが退場 した後現われるエリー

ザベ トは,信 頼 していた者 を全て失つたとき,「気持ちを抑え,静 かな落ち着

いた態度」 を取るという一点において,取 り乱さず威厳 を持っていたマ リアと

の対等な関係 を持ちこたえているのである。

 だがこの場面は,さ らにそれ以上の役割 を果た している。(シ ラーにとつて

の理想的な)観 客は,マ リアの死によって自らに備わっている自由な意志の力

を認識する。マリアが処刑 による死 を過去の罪の償いと理解することによって,

死はマリアにとつて,他 者 に決定されて受動的に従 うものから,自 らの意志に

よって能動的に選び取つたものへ と変化するのである。 この場合,イ ングラン

ドの判決が不当な ものであるかどうかは別の問題であって,彼 女の意識の内容

が重要なのである。死 とい う苦悩に 「自由意志で屈服する」71>ことによって,

マ リアは精神的な自律を達成 し,戯 曲の登場人物 としての使命を果たしたと言

える。しか し観客は彼女 とは違って生 き続けなければならないのである。ヴィ

ーゼがシラーの 『崇高について』から 「人問性の超感性的なものからの死の自

由な克服」を 「人問の最高の課題」である72)という解釈を導 きだ しているのに

対 して,ベ ルクハーンが反論 しているように,シ ラーにとって 「悲劇 はわれわ

れに品位 をもって死ぬのではなく,品 位 をもつて生 きる心構えをさせる」73),

つ まり自律 した人間 として生きることを教 えるものである。もちろんそこには

現実に人間が苦悩,特 に死 に直面 した場合の態度の取 り方 も含 まれているだろ

う。だがシラーが戯曲の中で死を表現するのは,最 も極端な状況によって,観

客に及ぼされる効果 もまた最も強 くなるからである。マ リアの死によって観客

は,今 後自律 して生きてい く,す なわち自分の意志で自分の行動 を決めていか

なければならないことを知 る。これはエリーザベ トが図 らず も置かれた状態 と

一致するのである。バーリ,シ ュルーズベ リ,レ スターという,こ れまで彼女

の指南役であった三人の廷臣が立ち去 った今,エ リーザベ トはもはや自分の行

動の決定と責任 を他人にゆだねることはできない。マ リアという競争相手がい

なくなつた以上,女 王の権利 は完全にエリーザベ トの ものである。国民の支持

を得 るために,彼 らの要求 に応 じる必要 もない。今後エ リーザベ トは,国 民に

対 しても外交関係 においても,全 く自分の意志で決断を下 していかなければな

              一 28 一



らないので あ る。エ リーザベ トはデマ リアの死 を経 験 した観 客 と同 じ立場 に立

っ ことにな ったので ある。

 エ リーザベ トと観客 との共通点 はそれだ けで はない。 レス ターが 「私 は まだ

生 きてい る。私 はまだ生 きてい るこ とに耐 えね ばな らない。」(3839)と 気 づい

たよ うに,エ リーザベ トも,そ して観 客 もまた生 き続 けなければ な らない。 し

か し,レ ス ター は,イ ング7.ン ドの宮 廷 とい う彼が これ まで生 きていた世 界か

ら出て行 った。 レス ターやエ リーザ ベ トに とつての現実 の生 の世界 は宮廷 の は

ず である。 したが って彼 は,現 実逃避 とい うか たちで生 の重荷 に耐 え忍 ぶ こと

を放棄 して しまうので ある。だが,観 客 には現実世 界で生 きてい くよ り他 に道

はない。観客 自身が変化 しなけれ ば,「 劇 場 か ら再 び現 実世界 へ戻 れ ば,現 実

の世界 は観客 を再 び圧迫 的な束縛で取 り巻 き,観 客 は以前 の とお りその餌 食で

あ る」74)。な ぜ な ら現実 世界 は変化 しないか らであ る。 そ こでは感性 界が 「普

段 はただ粗 野 な素材 と して われわれ の上 にの、しか か り,盲 目的な力 としてわれ

われ を押 さえ付 けて」・お り75),「 運 命 が人 間の安全 の基 盤で あ ったあ らゆる外

塗 をよ じ登 って くる」場合 もあ る76)と シ ラーは述べ てい る。 その ような感性,

運 命 の力 に屈服せ ざるを得 ない人 間は,意 志の 自由な力 によ って,理 性 的な独

立 を主張 す るこ とがで きるので あ る。 レス ターの よ うに逃避せ ず に彼女 の現 実

世界 に踏 み止 まつてい るエ リーザベ トの中に,観 客 は 自分 自身の姿 を見 出 し,

彼 女 に共感 を抱 く・ことがで きるだ ろう。

 エ リーザベ トが今後 自らの意志 によって とるべ き方 向の選択肢 の い くつ か は,

作 品中 で与 え られ ている。エ リーザベ トの廷 臣の うちで も,特 にバ ー リ,シ ュ

ルーズベ リ,ポ ー レッ トの三人 は,そ れぞれ独 自の信念 を持 ってお り,他 人が

何 と言 お うと決 して意見 を変 えない とい う不動 の姿勢 に よって,一 種 の理念 型

として存在 してい る と言 うこ とがで きる。例 え ば,バ ー リの言動 は国家 の利益

の追求 を 目的 と している。彼 の性格 はマ リァに よって次 の よ うに評 されてい る。

        「聞 くところに よれ ばあなたは,

 この 国家 とあなたの女王 のた めを思 って,

 何 もの に も左 右 されず,警 戒 を怠 らず,倦 む ことを知 らない とい うお話 です

 私 はそれ を信 じま しょう。 自身 の利益 で はな く,

 君 主 と国家 の利益 のみが

 あ なた を支配 してい るの ですね。 だか らこそ
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 あなたには,国 家の利益が

 正義だと思われていないか,ご 自分を疑つてみていただきたいのです。」

                               (791ff.)

 マ リアの言うとお り,バ ーリにとっては国家の利益がすなわち正義 なのであ

る。彼にとって国家 とは,エ リーザベ トを女王とし,プ ロテスタントを信教 と

した体制のイングランドである。バーリはマリアの処刑 を要求するが,そ れは

マ リアの存在がこの国家体制を揺るがす根本的な原因だか らである。「あの方

の生命 は陛下の死であ り,あ の方の死は陛下の生命なのです」(1294)と 言 う

とき,彼 はエリーザベ ト個人の生死のみではな く,国 家の盛衰をも意味 してい

るのである。そ して前者よりも後者の方が彼 にとっては重要なのである。 これ

はバーリ自身の口から明かされる。

      「ご自分のために平和 を選んで,

 国家 を騒乱に委ねるようなことはなさいますな。

   教会のことをお考えください。あのス トゥアル ト様 とともに

 古い迷信 を復興 させてよいでしょうか。

 カ トリックの僧侶が再びこの地を支配 し,

 ローマから使節がやって きてわれわれの教会を閉鎖 し,

 われわれの王を退位させてもよいので しょうか。

   陛下のあらゆる臣民の魂,

 それを私は陛下にご要求いた します  陛下のただ今のなされ方で

 民の魂は救われもすれば,滅 びもするのです。

 今は気弱いあわれみの情にかられておられる時ではあ りません。

 国民の幸福が最高の義務なのです。

 シュルーズベ リ卿が陛下のお命をお救い したのならジ

 私はイングランドを救いたいのです  その方がより重要なのです。」

                              (3171ff.)

 彼にとってエ リーザベ トは人格を持 った一人の人間ではな く,国 家体制の代

表者であるとともにその一構成要素にす ぎない。 これはエ リーザベ トについて

のみ言えることではなく,バ ーリがそもそ も人間を国家の利害 という観点以外
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か ら見 てい ないこ とは,彼 がマ リアの美の持つ 女性 的 な魅 惑 に全 く反応 しない

ことか らも明 らかであ る。 しか し国民全体 の幸福 の追求 とい う点 では,バ ー リ

は国政 に携 わ る者 として必 ず しも非 難 され るべ きで はないだ ろ う。

 そ れ に対 してシ ュル ーズ ベ リは,国 家の安寧 は君主個 人の人格 に基 づ いてい

る とみ な してい る。彼 に よ る と国家 は世論 とい う 「ゆ らゆ らと揺 らめ く葦」

(1341)に 左 右 され る不安 定―な もので ある。「この今 日のイ ング ラン ドが未来 の

イングラ ン ドで ない ことは,今 日のイ ング ラン ドが もはや過去 のイ ングラ ン ド

で はないの と同様 で ござい ます。好 悪の念 の移 り変 わるの と同 じく,判 断 の変

わ りやす い波 も上下 す るのです」(1326ff.)と 。 エ リーザベ トの決断 しだい で

「必然 は消 え去 り,正 は不正 に変 わ る」(1338f.)よ うな世界 の安定 を保つ もの

は君主 の 「慈 悲」(1342)で あ る とい う。 だ か らこそシ ュル ーズベ リは,マ リ

ァに もエ リーザベ トの 「寛 容」 に訴 える ように勧 め るので あ る(2196)。 シ ュ

ル ーズベ リがバ ー リの ように国民 の幸福 を 目的 として いない わけではない。 だ

が彼 にとつて,そ れは君主 の人間性 を前提 としてい るのであ る。 それゆ えシ ュ

ルーズ ベ リは,結 局 エ リーザ ベ トの 「気高 い部分」(4028)を 守 る ことが で き

なか ったこ とを悔 やんで宮廷 か ら去 つてい くのであ る。

 ポ ー レ ッ トの場合,彼 の身分 か ら言 って国家 の利益 や女王 の人格 について直

接意見 を述べ られ るよ うな立場 にはいない。 しか し彼 は裁判 の不正 さや,君 主

の 自分 勝手 さを暗 に批判 し,宮 廷 世界 の欺購 を見抜 いて いる。権力 を持 た ない

ポー レ ッ トは,自 分 の良心 に従 うこ とに よって それ らか ら身 を守 ろ うとす る。

彼 がマ リアの処 刑 には反対 しないが,暗 殺 には断 固 と して抵抗 す るのは,そ れ

が彼 の 「良心」(1062)を 汚 す か らなのであ る。「わ しは自分 とこの 開いた二つ

の 目を信 頼 いた します の じゃ。」(1692f.)と 言 い きるポー レ ッ トは,周 囲 の状

況 に左 右 されず 自己 に忠実 な生 き方 を身を持 って示 してい る と言 える。

 バ ー リの よ うに私利私欲 を捨 てて冷酷 と言 われ よ うと も国家 の利益 のため に

つ くすべ きか,シ ュル ーズベ リの ように個 人の人間性 と公 の利益 との一致 を 目

指すべ きか,そ れ ともポ ー レ ッ トの ように 自分の良心 の声 に従 うべ きか。 それ

は同時 に特 殊 な形 で示 された観 客 に とっての選 択肢 の例 で もある。 これ らの脇

役た ちは,作 品 の中で は自分 の意見 を主張す るだけで,そ れ に よつて他の 人物

を変 える ことはで きなか ったが,彼 らが それぞれに体現 して いる生 の典型 に よ

って戯 曲全 体 に とつて意義 のあ る存在 となるのであ る。

 『ヴ ァレンシ ュ タイ ンの死』 も,『 マ リア ・ス トゥアル ト』 とよ く似 た終 わ
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り方 をす る。 そ こで はヴ ァレンシュタイ ンとそ の一族が滅 び,マ ックス ・ピ ッ

コロー ミニ も死 んだ後,オ ク ターヴィオは観 客 と同 じように生 き続 けなけれ ば

ならない。 このよ うに作 品 と観 客 との橋渡 し役 とも言 えるよ うな人物 を残 した

幕 の閉 じ方 は,観 客 が作 品 を単 に一時 の満足 を与 えて くれ る もの と してだけで

は な く,自 分 自身 の問題 と して とらえ,主 体 的 に理解 を深め てい くため に大 き

な力 を持つ だ ろう。 しか し,舞 台の上の世界 はあ くまで も仮 象 の世 界で ある。

エ リーザ ベ トや オク ターヴ ィオ も観 客の必要 以上の 同化 が避 け られな ければな

らない こ とは,マ リアやマ ックスの場合 と同 じであ る。観客 がエ リーザベ トの

姿 に自分 自身 を重 ねて見 る どして も,や は り両者の 間には厳 然 とした境界線 が

引 かれ ていなけれ ばな らな いのであ る。

 『マ リア ・ス トゥアル ト』 の初演 当時 に特 に批 判 されたの は,第 三 幕のマ リ

ア とエ リーザベ トとの出会い の場面,そ の後 のモ ーテ ィマーがマ リア を抱 きし

め る場 面,そ して第五幕 の聖餐式 の場面で ある77)。 マ リア とエ リーザ ベ トが 出

会 い,最 終 的に罵倒 しあ うこ とにな る場 面 につ いて は,シ ラー 自身 もゲ ーテ宛

ての書 簡 の中で この よ うな状況 は 「道徳 的 に不可 能」で あ り,い か に して可能

にす るか に苦心 して い ると書 いてい るように78),道 義 的 に反 発 を受 け るこ とは

予想 されて いた と考 え られ る。事実,こ の場面 には 「二人 の女 王が魚売 り女 の

ようにけんか をす る」,「粗 野で感情 を害 す る」 とい うよ うな批 判が な され てい

る79)。 マ リア とモ ーテ ィマ ーの場面 に対 して は,「 暴行 は美 しい舞 台で の上演

の対 象で はない」,「モ ーテ ィマ ーは確 かに燃 える ような恋 におち いってい るが,

彼 が これ を最 もよ く表す場 面で,彼 はマ リアに暴 力 をふ るお うとす る。彼 のお

かれた絶望 的な状況 は,彼 の行為 の きわめて粗暴 な印象 をわれわれ か らぬ ぐい

去 りは しない」 と言 われ80),観 客 の熱狂 を 「気づ かわ しい不安 な気持 ち」 で妨

げた ともい う81)。そ して,聖 餐式の場面 か らは最 も大 きな波紋 が広が った。 ま

ず ヴァイマ ルでの初演 に先 立 って,カ ール ・アウグス ト公 自身が,こ の場面が

観客 に及 ぼす影響 を懸念 してゲ ーテ を通 して変 更 を求め ている。 アウグス ト公

は,こ れ は 「教 会へ の冒漬 」で ある とい うヘ ル ダーの抗議 に も促 され た もの と

推 測 されている。 シラーは最初変更 を渋 った ものの,結 局 その後各地 での上演

に際 して も変 更や削除 を受 けた のみな らず,こ の場 面が原 因で上 演 自体 が拒否

され るこ ともあ った82)。

 つ ま り,こ れ らの受容 の実態 によ ると,多 くの人々 は舞台 上 に も一つ の現実

世界 を見,自 分 た ちの生 きて いる世界 と同 じ尺度一 シラーの言葉 に よれ ば美
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的な判断ではなく道徳的な判断の尺度を当てていたのである。だからこそ,聖

餐式の場面やモーティマーの場面が真剣に受けとめられて強い抵抗が起こった

のであ り,マ リアの死には涙が流されたのである。だが,そ の時舞台の上には

「見せかけの真実」「真実らしさ」83)が求め られているだけである。『悲劇におけ

る合唱隊の使用について』の中でシラーは,そ のような 「真実 らしさ」から得

られるのは,現 実の束縛か らのつかの間の解放の錯覚,幻 想であ り,そ れは

「手品師の くだらないペテン」 にすぎないとさえ言う84)。そ して真の芸術は,

人間に一時の解放感を与 えることではなく,「現実に,実 際に自由にする」 こ

とを目指すのであると85)。

 「観客の心情は最 も激 しい情熱においても自由を保たねばならない。それは

 印象の餌食になるのではな く,常 に感動から明確に分かれていなければなら

 ない。[… …]こ の激情の盲 目的な力は真の芸術家が避 けるものであ り,こ

 の錯覚 は彼が軽蔑するものである。」86)

 そして韻律の使用および,特 に合唱隊の導入によつて 「激情の嵐の中で失わ

れて行 く」87)観客の自由が取 り戻 されるという。

 「合唱隊の導入 は究極的な,決 定的な進歩であろう。  たとえ合唱隊が芸

 術における自然主義に公然 と率直に宣戦を布告することになるのみであった

 として も,そ れはわれわれにとって,悲 劇が現実の世界から純粋に隔絶 し,

 理想的な土壌,す なわち詩的自由を守るために自らの周囲にめ ぐらす生 きた

 壁 となるだろう。」88)

 この文章よ り三年以上前に書かれた 『マ リア ・ス トゥアル ト』では,も ちろ

んまだ合唱隊は用いられていない。 ここでは立ちつ くすエ リーザベ トの前 に下

ろされる幕が,観 客のいる現実世界 と登場人物のいる仮象の世界を分け隔てる

文字通 りの 「壁」として観客の錯覚 を打 ち消す役割 を果たしている。 しかし,

観客 と作 中世界 との関係をめぐつてシラーはその後も思索 と試みを続け,や が

てそれは,仮 象 としての芸術の世界 を認識させるためのより有効な手段 を求め

て,「 生 きた壁」 としての合唱隊の使用へ と発展 してい くことになったのだろ

う89)Q
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